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8月・9月の主な予定 

8 月  3日(日)納涼子ども夏祭り 

8 月 10日(日)第 3回アメシロ駆除 

8 月 11日（月祝） 風祭り・神明社祭 

8 月 17日(日)社協会費・日赤活動資金集金 

8 月 24日（日）幹線水路保全作業 

8 月 31日（日）真々部諏訪神社境内草刈り・清掃 

9月 13日(土)・14日(日)真々部諏訪神社例大祭 

9月 13日(土)・20日(土)ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱクラブ施設美化作業 

9月 16日(火)公民館ワックスがけ（公民館使用不可） 

9月 20日（土）市社協、社会福祉大会 

9月 21日(日)～30日(火)秋の全国交通安全週間 

9月 23日(火祝)豊科福祉チャリティーバザー 

9月 28日(日)敬老会 

（予定が変わることもありますので、最新情報は関係役員にご確認ください） 
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施設を利用する方々

にもきっと喜んでもら

えることでしょう。 

各団体の事業計画や自主防災組織の確認

がされ、部制度の 6部長も決定しました。 
草も植木もす

っかり綺麗にな

りました。 

真々部では、田中地区の「南部総合公園南ファ

ーム（本山平治さん）」が唯一参加。ANC アリーナ

入り口の信号交差点が交通麻痺してしまうほどの

盛況ぶり。開始から 1時間強で完売となりました。 

区民の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げま

す。そしてお金を届けてくださいました代議員様、

ありがとうございました。 

関係役員にて、区内の事業所を訪問いたしまし

たところ、皆様快くご協力くださいました。心より感

謝申し上げます。（本誌 8ページ参照） 

安曇野市第 11 投票所（真々部公民館）におい

て整然と執り行われ、無事終えることができました。 
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 訓練は午前 8 時、安否確認たすき掲出訓練と情報伝達訓練からスタート。情報伝達を終え、班

内のたすき掲出状況を確認した代議員が次々と公民館に集まってきました。緊張感が高まります。 

我々は災害大国に住んでいる  公民館における訓練開始前、宇留

賀区長は「身近なところで大きな災害が少ないからといって気を緩めず、

災害大国に住んでいることを再認識し、防災意識を高めていきましょう」

と挨拶。64 名の参加者（代議員 52 名・一般 12 名）は 2 班に分かれ、

豊科消防署（10 名）・消防団第 3 分団（7 名）の指導のもと、初期消火

訓練や救急救命訓練に入っていきます。参加者は、実際に自分でや

ってみることで、手応えを感じ取っていました。 

正常性のバイアスに陥らないように  訓練後の講評では、豊科

消防署の担当者が「今回は何かあった時の対応を学んでもらいま

したが、そうならないための準備も怠らず、減災につなげて下さ

い」と呼びか

けています。「自分は大丈夫だろう」と

いう正常性のバイアスに陥らず、普段か

ら準備しておくことが減災への第一歩

だと改めて学んだ一日となりました。 

 

真々部に住み、豊科南中学校に通う生徒 54 名

が、「地域活動の日」に地元施設をきれいにしてく

れました。授業を終えた生徒たちが公民館に集合

し、午後 2時半開始です。 

最初に宇留賀区長が、堰と街道に焦点を当てな

がら「真々部の歴史」をわかりやすく講義。その後、

梓橋東・西と中村の生徒は公民館に残り、町通り

南・北と殿村田中の生徒は諏訪神社へ移動、それ

ぞれ役員の指導を受けながら清掃を進めました。  

 

 

 

 

 

 建物の中

を女子、外

を男子が

担当。女子

はほうきが

けや床拭

き、窓拭き

など、男子 

は草刈りな

どに一生懸命取り組み、4時前に終了しました。 

役員たちは皆、「ありがとう」「ご苦労様」と何度も

ねぎらいの言葉を。地元の将来を担う若い世代が

躍動したこの日。生徒たちは、真々部をより身近に

感じてくれたのではないでしょうか。 

いつ・どこで起きるかわからない災害に備え 

7 月 13 日（日） 全区民による自主防災訓練  
 

真々部の 

7 月 18 日（金） 地域活動の日に清掃奉仕 南中生 54 名 

 

災害時に「我が家は安全」と周囲に知らせる黄色のたすき。今回、掲出が確認できたのは 561 戸中 374 戸（67％）
でした。また、「災害時住民支え合いマップ」の確認ができた班は、71 班中 67 班（94％）と 9 割を超えました 

消火器は、助けを呼
び、退路を確保した
うえで使用します 

伸ばしたホースと消火栓を連結。
炎天下での訓練が続きました 

竹竿と毛布で応急担架を
つくることができます 

公民館全体を丁寧に清掃。草刈りも大変 

神社では、神殿に向かいご挨拶してから清掃 

地元の歴史に興味を持った生徒も少なくなかったようです 

「現在の真々部の原点は武田信玄」って知ってますか？ 

心臓マッサージの基本は、強く・早く・
絶え間なく。AEDも併用します 
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6 月 7 日（土）、8 日（日）に「動く鉄道模型展」が

公民館で開催されました。 

2 日間の来場者は延べ 238 名(内児童 99 名)と

なり、今年も大盛況になりました。 

子ども達も大人もレール上を走る電車や、細か

な細工のジオラマ（風景の立体模型）を見て楽し

みました。来場した多くの皆さんは、目の前を通過

するミニチュア列車やジオラマに見入る子供さん

の写真を撮影していましたが「走る電車は結構ス

ピードが速くて、写真を撮るのは難しいですねえ」

と話をされていました。 

例年開催される「動く鉄道模型展」は、線路のレ

イアウト、ジオラマの設置、電車の走行確認をはじ

め、操作機器の調整などの準備等すべてを「村井

レールファンクラブ」の皆様にお願いをしておりま

す。模型展が開催出来ました事に改めてお礼を

申し上げます。本当にありがとうございました。 

ま た 開

会初日の

７ 日 に は

「市民タイ

ムス」の記

者が取材

に 来 場 し

翌日 8 日

の紙面に

記事が掲載されていました。 

3 年ぶりに「子どもボーリング大会」が、南小保護者会の皆さ

んの運営で実施されました。 

当日は「アピナ安曇野ボウル」を午前中貸し切りで利用し、

31 名の小学生が数名のグループに分かれて 2 ゲームを行い

ました。子ども達ならではの珍プレイや好プレイが沢山見ら

れ、楽しい時間になりました。 

ゲーム終了後は学年ごとに景品が渡され、親子で楽しいひ

と時を過ごしました。子ども会育成会、保護者会の皆様、お世

話になりました。 

公民館では、区内 12の同好会の代表者の皆さんに前年度の活動実績や、今年度の活動計画など

のお話をお聞きし、公民館からは行事への参加要請も含め打合せをし、助成金をお渡ししました。 

 

区内の皆さんで「新しい同好会を作り活動したい方」、公民館三役にご連絡下さい。 

 

団体・同好会　名称 代表者名 人員 団体・同好会　名称 代表者名 人員

お舟保存会 有賀重夫 26 真々部カラオケ同好会 猪又あき江 12

健康体操の会 松尾園子 17 真々部コーラス 宮瀬やよい 6

健康麻雀クラブ 等々力好徳 14 真々部詩吟の会 中槇卓幸 8

真寿会 丸山政子 3 真々部大正琴クラブ 三澤富貴子 4

 ﾅｲﾀｰｿﾌﾄアズサリバース 手塚辰男 22 真々部ボランティアクラブ 手塚佳明 29

はつらつ会 奥村雅彦 38 真々部祭囃子保存会 高山昌明 10
あいうえお順
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豊科地域公民館対抗球技大会が開催されまし

た。種目は「ソフトボール」と「ワンバウンドふらば

ーるバレー」でしたが、真々部からは「ソフトボー

ルチーム」が参加しました。 

当日は、連日の真夏の暑さに加え熱風となった

強風に吹かれ、厳しいコンデションの中での試合

になりました。 

今回は豊科地域 18 地区公民館のチームが、

県民グラウンドと高家スポーツ広場の 2 か所に分

かれて熱戦を繰り広げました。開会式では、新田

公民館館長の大会開催挨拶に続き、踏入公民館

の選手が力強い選手宣誓を行い試合開始です。 

真々部公民館チームは、第 2 試合で吉野公民

館との対戦です。試合は両チーム選手・審判が整

列して挨拶の後じゃんけんで先攻後攻を決めた

結果真々部は後攻、さあ緊張の試合開始です。 

1回は吉野が 3点先行、2回も吉野が 2点奪取

して 5-0、3 回は吉野を零封し、真々部が 2 点返

して 5-2 と追い上げて意気軒高。これから真々部

の底力を発揮して逆転するぞと意気込み迎えた 4

回、剛腕ピッチャーが打たれ 4 点献上。しかしそ

の裏大量点差にめげず打線が爆発！なんと 3 点

4 点と得点し、まだランナーがいます。や！勝も有

るぞと皆大盛り上がりのイケイケムードも、本日の

特別ルール「時間制限」に掛かり攻撃終了で 4 回

は双方得点無しで残念ながら敗退となりましたが、

真々部チームの皆さんは、「いい試合だった。楽

しかった」と満足そうでした。汗も乾くほどに暑く、

更に熱風の中、大変お疲れ様でした。 

鮮やかなオレンジ色に染まる、真々部の「マリーゴールド花壇」。長く綺麗に咲かせるには週１

の手入れや潅水が必要です。今回は「みどり保全会」と「南小保護者会」が協力して、子ども達

にも参加してもらい、花壇管理を行いました。

水やりでは、大人がジョウロに水を入れ、子

供が花の根元に水をやる等、作業分担をして

あっという間に作業終了。みどり保全会の役

員さんも「助かるわ～」と大喜び。作業終了

後は、子ども達はちょっとした参加賞を頂き、

家族仲良く家路につきました。 
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第46回あづみ野祭りは、自治会や職場などの踊り連

33連、約 2300人（新聞発表）が参加して盛大に開催さ

れました。 

踊りが始まる頃には吹く風も涼しくさえ感じ、最高の

日よりになりました。定刻になると安曇野市消防団員の

ラッパ吹奏によるファンファーレ

で、いよいよあづみ野踊りの開始

です。今年の真々部連はおよそ

150 人が参加。先頭は真寿会の

お二人、高山さんと三澤さんがお

手本を示してくださいました。 

参加した子ども達は照れ臭そ

うで静かでしたが、2 回目の踊り

の頃には皆元気になり、大きな掛け声を掛けて踊るようになっていました。今年の

真々部連の変化は、給水サポート隊の重いリヤカーが、軽量アルミ製の新品のリヤ

カーに変わった事。そして昨年の「真々部はちょっとジミ」を打破すべく「役員は全

員赤い法被着用」「光るライトスティックケミカルライトを 3 本必ず身に着ける事」と公

民館館長が指示を出し、とても賑やかで、元気な連になりました。 

　7 月 5 日、スクリーンに映し出された動画を見ながら、1 時間じっ
くりと練習しました。休憩時間にはジュースなどの飲み物を飲みなが
ら、小学生たちは元気いっぱいに踊っていました。当日は、総勢 35
名ほどの参加があり、にぎやかな練習となりました。

みんなの夏の朝活、

～あづみ野祭りに向けて～
大勢の区民の皆さんが練習しました

子ども会・南小保護者会・子ども会育成会始まる！始まる！

　夏休み期間中、各地区ごとにラジオ体操を開
　催しました。
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ご理解とご協力をいただきました事業所の皆様に、心より感謝を申し上げます。真々部区の「安心、 

安全、元気な地域つくり」ために有効活用させていただきます。 

区民の皆様には、当地で事業を展開されている事業所様の更なるご利用をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真々部区運営協力金に ご協力くださいました 

事業所様をご紹介いたします 

【梓橋東】 【梓橋西】 【中村】 

【町通り南・北】 

【殿村・田中】 

【真々部区以外】 

(順不同・敬称略) （令和 7年 7月 12日現在) 

＊来年も同様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 ありがとうございました。 


